
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2003－135462
(P2003－135462A)

(43)公開日 平成15年5月13日(2003.5.13)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �A�6�1�B  8/00    

   �G�0�6�T  3/00    400

   �H�0�4�N  7/18    

   �A�6�1�B  8/00    

   �G�0�6�T  3/00    400 J

   �H�0�4�N  7/18    Q

�4�C�3�0�1

�4�C�6�0�1

�5�B�0�5�7

�5�C�0�5�4

審査請求 未請求 請求項の数 2ＯＬ（全 12数）

(21)出願番号 特願2001－338134(P2001－338134)

(22)出願日 平成13年11月2日(2001.11.2)

(71)出願人 000000376

オリンパス光学工業株式会社

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号

(72)発明者 日比 靖

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号  オリン

パス光学工業株式会社内

(74)代理人 100076233

弁理士 伊藤 進

最終頁に続く
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(57)【要約】
【課題】  簡単な構成で、表示レンジが大きく解像度を
落とさない画像を一度に表示できる超音波診断装置を提
供する。
【解決手段】  プローブ／スコープ２に内蔵した超音波
振動子により超音波を送受し、信号処理して表示レンジ
を広げて表示しようとする２枚の超音波画像を座標変換
して第１及び第２シネメモリ９ａと９ｂに格納し、各画
像における貼り合わせようとする点を操作部１２の操作
で指定することにより、画像貼り合わせ部１１は２つの
画像を貼り合わせて貼り合わされた画像を表示部３で表
示するようにすることにより、簡単な構成で解像度を落
とすことなく、広い表示レンジで１度に表示できるよう
にした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波振動子により被検体に超音波を送
受信して超音波画像を得る超音波画像取得手段と、
前記超音波画像取得手段により得られた超音波画像の中
から、前記被検体の連続的な画像を有する複数の画像を
選択するための選択手段と、
前記選択された複数の画像を表示する表示手段と、
前記表示手段で表示された前記複数の画像に対して、そ
れぞれの画像の中の対応する位置を指定する指定手段
と、
前記指定手段で指定された対応する位置に基づいて前記
複数の画像を合成する合成手段と、
を備えたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】  前記合成手段は指定手段により指定され
た対応する位置で複数の画像を貼り合わせる貼り合わせ
手段である請求項１記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は診断用の超音波画像
を得る超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、超音波診断装置においては、超音
波振動子で受信した超音波データをＡ／Ｄ変換でデジタ
ル信号に変換して、そのデジタルデータを用いて座標変
換し、画像表示する。座標変換用テーブル（座標変換の
画素数）は、固定されている。表示範囲（レンジ）を切
り替えるということは、Ａ／Ｄ変換器でデジタル化する
周波数を変え、座標変換する超音波データの範囲を変え
ることである。
【０００３】座標変換する際に使用できるデジタルデー
タ数は固定なので、表示レンジを大きくする場合、デジ
タル化する周波数を低くして、超音波振動子から遠い範
囲まで超音波データを取り込み画像を表示することがで
きる。なお、周波数が低い（粗くデジタル化する）ので
解像度が下がる。この場合の画像表示の様子を図９
（Ａ）に示す。ここで、各超音波データ（図９では超音
波データ１、超音波データ２、…で示している）はデジ
タル化した点を座標変換して表示する。
【０００４】表示レンジを小さくする場合、デジタル化
する周波数を高くして、超音波振動子から近い範囲の超
音波データの取り込み画像を表示することができる。な
お、周波数が高い（細かくデジタル化する）ので解像度
が上がる。この場合の画像表示の様子を図９（Ｂ）に示
す。
【０００５】座標変換する際に使用できるデジタルデー
タ数は固定なので、表示レンジを変えて表示した場合に
は、図９（Ａ）、図９（Ｂ）のようになってしまう。つ
まり、表示レンジを大きくすると、解像度が低下した粗
い画像となり、表示レンジを小さくすると解像度は上が
るが表示される範囲は狭くなってしまう。つまり、従来
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例では、解像度を落とさず、大きい表示レンジ（広い範
囲）で画像を１度に見ることができない。
【０００６】そこで、座標変換用のテーブルを変える
（座標変換の画素数を増やす）方法が考えられる。その
他、座標変換用のテーブルはそのままで、小さい表示レ
ンジで画像を表示させて、座標変換する超音波デジタル
データの範囲を変更することで画像をスクロールして、
見たい範囲の一部を順次変更して図１０のように表示す
ることが考えられる。
【０００７】この場合、最初は黒点で示す超音波デジタ
ルデータを座標変換して表示を行い、この超音波デジタ
ルデータの表示後に白地で示す次の超音波デジタルデー
タを座標変換して表示する処理を行うようにして、広い
範囲をスクロール表示（経時的な表示）する。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】座標変換用のテーブル
を変える（座標変換の画素数を増やす）場合、表示レン
ジに応じた座標変換テーブルを用意する必要があり、テ
ーブルメモリを増設する必要があり、装置が複雑とな
る。
【０００９】また、図１０のようにスクロールする方法
では、表示レンジが大きく解像度を落とさない画像を１
度に見ることができない（つまり、表示レンジが大きく
解像度を落とさない画像を見るのに少なくともスクロー
ル時間かかってしまう）。またスクロール操作をするこ
とで、その処理が複雑になり、それが診断時間の延長と
なって、患者への負担を増加させることにもなる。
【００１０】（発明の目的）本発明は上述した点に鑑み
てなされたもので、簡単な構成で、表示レンジが大きく
解像度を落とさない画像をスクロール表示することなく
一度に表示できる超音波診断装置を提供することを目的
とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】超音波振動子により被検
体に超音波を送受信して超音波画像を得る超音波画像取
得手段と、前記超音波画像取得手段により得られた超音
波画像の中から、前記被検体の連続的な画像を有する複
数の画像を選択するための選択手段と、前記選択された
複数の画像を表示する表示手段と、前記表示手段で表示
された前記複数の画像に対して、それぞれの画像の中の
対応する位置を指定する指定手段と、前記指定手段で指
定された対応する位置に基づいて前記複数の画像を合成
する合成手段と、を備えたことにより、簡単な構成で、
表示レンジが大きく解像度を落とさない画像をスクロー
ル表示することなく一度に表示できるようにしている。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図３は本発明の第１の
実施の形態に係り、図１は第１の実施の形態の超音波診
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3
断装置の構成を示し、図２は貼り合わせる前の２つの画
像と貼り合わせ後の画像を示し、図３は本実施の形態に
おける貼り合わせモードの処理内容を示す。
【００１３】図１に示すように本発明の第１の実施の形
態の超音波診断装置１は、超音波を送信し被検体からの
反射超音波を受信する超音波振動子（以下、単に振動子
と略記）を内蔵したプローブ／スコープ２と、このプロ
ーブ／スコープ２が着脱自在に接続され、振動子を駆動
すると共に、振動子で音響／電気変換したエコー信号に
対する信号処理を行い、表示部３で超音波画像を表示す
る超音波観測装置４とから構成される。
【００１４】プローブ／スコープ２は細長の挿入部の先
端に振動子を内蔵している。ここで、光学的な照明及び
観察（撮像）手段を備えていないプローブでも良いし、
光学的な照明及び観察（撮像）手段を備えたスコープで
も良い（後述する他の実施の形態でも同様である）。
【００１５】超音波観測装置４には振動子の送受信制
御、受信した信号をデジタル信号に変換する送受信部・
Ａ／Ｄ変換部６、受信したデジタルデータを記憶する超
音波メモリ７、超音波メモリ７内の音線データを用いて
画像を生成する座標変換部８、生成した画像を記憶する
シネメモリとして第１シネメモリ９ａ、第２シネメモリ
９ｂが設けてある。
【００１６】超音波メモリ７には、走査した音線データ
の数に対応してそれらをそれぞれ格納するメモリが設け
てある。そして、例えば１番目の音線データは１番目に
対応した音線データメモリに格納され、２番目の音線デ
ータは２番目に対応した音線データメモリに格納され、
…、ｎ番目の音線データはｎ番目に対応した音線データ
メモリに格納される。なお、シネメモリは、貼り合わせ
る画像枚数分だけある。本実施の形態では説明しやすく
するため２枚を貼り合わせるということで進める。
【００１７】また、この超音波観測装置４には画像を貼
り合わせるための画像貼り合わせ部１１、操作者が貼り
合わせ位置を決めたり超音波観測装置４の操作をするた
めのキーボードなどからなる操作部１２、超音波観測装
置４の制御を行う制御部１３、貼り合わせたい２枚の画
像の表示及び貼り合わせた画像を表示する表示部４を備
えている。なお、ゲイン、コントラストなどの画質調整
のための機構は図示を省略している。
【００１８】本実施の形態では、被検体に対してプロー
ブ／スコープ２により複数の超音波画像（以下、単に画
像とも言う）を得た場合、大きな表示レンジで表示させ
ることを望む場合には操作部１２から複数の画像を合成
する合成モード、具体的には貼り合わせることにより合
成する貼り合わせモードに設定する指示入力を行うこと
により、表示部３で複数の画像を貼り合わせた貼り合わ
せ画像を表示できるようにしている。
【００１９】この貼り合わせモードでは、貼り合わせる
べき複数の各画像に対して、操作部１２から貼り合わせ
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位置（具体例では２点）をそれぞれ選択指定することに
より、制御部１３は画像貼り合わせ部１１にその貼り合
わせ位置情報を送り、画像貼り合わせ部１１は送られた
位置情報の位置で複数の画像を貼り合わせるようにして
貼り合わせた画像を合成画像として生成し、表示部３に
出力する。
【００２０】なお、画像貼り合わせ部１１は互いに貼り
合わせられる両画像における指定された位置が一致して
いるか否かをその輝度値から判断し、後述するように輝
度値が一致しない場合には一方の画像に対してその指定
された位置付近で輝度値が一致する点を指定された点と
見なして貼り合わせを行う貼り合わせ位置補正手段を備
えている。
【００２１】図２（Ａ）は、本実施の形態により貼り合
わせる前の２枚の画像を示し、図２（Ｂ）は貼り合わせ
後の画像を示している。図２（Ａ）において、＋点、×
点は貼り合わせ点を示す。図３は、貼り合わせる複数の
画像の取り込みから貼り合わせ画像の生成、表示までの
処理内容のフロー図を示す。
【００２２】本実施の形態では、個々に得られた複数の
超音波画像をそれぞれ座標変換して第１及び第２シネメ
モリ９ａ、９ｂに所定の表示レンジで格納し、これらを
表示部３で表示し、貼り合わせるべき位置を選択指定す
ることにより、画像貼り合わせ部１１は２つの画像を貼
り合わせて表示することにより、簡単な構成で、個々の
画像の表示レンジを落とすことなく、より広い表示レン
ジで一度に貼り合わせ画像を表示できるようにしている
ことが特徴となっている。
【００２３】以上の構成による本実施の形態の作用を図
３を参照して説明する。図１の操作部１２を操作して図
３のステップＳ１に示すように貼り合わせモードに設定
する。そして、ステップＳ２に示すように操作部１２で
指示信号を入力し、続いて第１画像の取り込みを開始す
るようにする。
【００２４】すると、プローブ／スコープ２から対象物
（被検体）に向けて超音波を送信し、対象物側の音響イ
ンピーダンスの変化したところで反射された反射超音波
を受信して電気信号（エコー信号）に変換し、送受信部
・Ａ／Ｄ変換部６で、受信処理及びデジタル化する。
【００２５】デジタル化されたデータは、超音波メモリ
７内の１つの音線データとして記憶される。少しづつ振
動子の位置、方向を変化させる等して走査領域の全ての
領域（１フレーム分に相当）においてこの処理を繰り返
して、１番目から例えばｎ番目までの音線データを記憶
する。続いて超音波メモリ７内の音線データを用いて、
座標変換し、画像を生成する。
【００２６】画像の生成のための座標変換方法は、プロ
ーブ／スコープ２が機械走査式の場合と、電子走査式の
プローブ／スコープの場合で異なるが、使用するプロー
ブ／スコープ２の種類に応じて変更される。こうして得
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た画像を第１シネメモリ９ａに記憶する（ステップＳ
３）。
【００２７】記憶された画像を表示部３で表示し、操作
者がこれを見て、所望の画像が取り込めたかを確認する
（ステップＳ４）。所望の画像が取り込めない場合、ス
テップＳ４（或いはステップＳ２）に戻り、同様の確認
を行う。
【００２８】一方、所望の画像が取り込めた場合、プロ
ーブ／スコープ２を動かして、所望の位置に移動させ、
操作部１２の操作で第２画像の取り込みを開始する（ス
テップＳ５）。操作方法は第１画像の取り込みと同じ方
法だが、生成された画像は第２シネメモリ９ｂに記憶さ
れる（ステップＳ６）。
【００２９】記憶された画像を表示部３で表示し、操作
者がこれを見て、所望の画像が取り込めたかを確認する
（ステップＳ７）。所望の画像が取り込めない場合、ス
テップＳ７（或いはステップＳ５）に戻り、同様の確認
を行う。
【００３０】一方、所望の画像が取り込めた場合には、
続いて操作部１２を操作して、画像貼り合わせ開始の設
定をする（ステップＳ８）。まず表示部３には、図２
（Ａ）のように、第１シネメモリ９ａの画像１ａと第２
シネメモリ９ｂの画像２ａが同時に表示される（ステッ
プＳ９）。
【００３１】そして、操作部１２を操作して、各画像１
ａ、２ａにおいて貼り合わせるべき２点をそれぞれ選択
指定する（ステップＳ１０）。例えば操作部１２内にあ
る図示しない、「＋１」スイッチを押して＋１カーソル
を表示させ、操作部１２内にある図示しない、トラック
ボールや矢印キーを用いて画像１ａ内の位置を決定す
る。画像１ａ内の＋１カーソルと一致させるべき画像２
ａ内の点を設定する。
【００３２】操作部１２内にある図示しない、「＋２」
スイッチを押して＋２カーソルを表示させ、操作部１２
内にある図示しない、トラックボールや矢印キーを用い
て一致させるべき画像２ａ内の位置を決定する。
【００３３】同様に一致させるべき２点目（×）を操作
部１２を使って設定する。なお、４点の決める順序は決
まっているわけではなく、順序に関係なく、＋１、＋
２、×１、×２を操作部の「＋１」、「＋２」、「×
１」、「×２」スイッチを使って設定すればよい。画像
貼り合わせ部では、＋１、＋２を対応させてつなげる。
続いて×１、×２を対応させてつなげる。×１、×２を
対応させる時に、×１、×２点の輝度値を確認して、同
じならそのまま重ねる。
【００３４】輝度値に差がある時、×２点近傍で、×１
点と同じ輝度値の点を探し、輝度値が同じ点を×２′点
として×１、×２′を重ねる補正を行う。なお、この輝
度値は貼り合わせ精度情報として、操作者が事前に登録
し、その登録された値（差）を参照して貼り合わせるこ
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とになる。このようにして、貼り合わせ画像を生成する
（ステップＳ１１）。
【００３５】図２（Ａ）では、画像１ａに対して、＋１
カーソルで指定した＋１を１ｂで、×１カーソルで指定
した×１を１ｃでそれぞれ具体的に示し、同様に画像２
ａに対して、＋２カーソルで指定した＋２を２ｂで、×
２カーソルで指定した×２を２ｃでそれぞれ具体的に示
している。
【００３６】生成された画像は、図２（Ｂ）のように表
示部３で表示される（ステップＳ１２）。このようにし
て図２（Ｂ）に示すように画像１ａと２ａとが貼り合わ
されて、解像度を低下させないで表示範囲が大きい１つ
の画像として表示されるようになる。
【００３７】本実施の形態は以下の効果を有する。上記
構成及び作用で説明したように、座標変換のテーブルを
変える（座標変換の画素数を増やす）ことなく、かつス
クロールすることなく、簡単な構成で、表示範囲が大き
く解像度を落とさない画像を表示でき、操作者は１度で
その広い表示範囲に解像度が低下していない状態で表示
された画像を見ることができる。
【００３８】なお、本実施の形態では貼り合わせる位置
を指定して貼り合わせ画像を生成するようにしている
が、その変形例とし、表示された複数の画像における一
方を移動させて画像を重ね合わせることにより貼り合わ
せ位置を決定するようにしても良い。
【００３９】例えば図２（Ａ）のように両画像１ａ、２
ａを表示し、例えば画像１ａ側で貼り合わせ位置を例え
ば１ｂ、１ｃの２点を指定し、操作部１２から所定のキ
ーを押す操作を行うと、他方の画像２ａの表示が左側に
水平方向にゆっくり移動し、操作者が丁度良いと思う点
でストップキーを押し、画像２ａの移動表示をストップ
する。そして、指定された点１ｂ、１ｃから右側を画像
２ａとするように貼り合わせた画像を生成し、図２
（Ｂ）のように表示するようにしても良い。
【００４０】（第２の実施の形態）次に図４～図６を参
照して本発明の第２の実施の形態を説明する。図４は本
発明の第２の実施の形態の超音波診断装置２１を示す。
この超音波診断装置２１は超音波を送信し被検体からの
反射超音波を受信する超音波振動子（単に振動子と略
記）を有する機械式走査型プローブ／スコープ（単にプ
ローブ／スコープと略記）２２と、このプローブ／スコ
ープ２２が着脱自在に装着され、振動子を駆動すると共
に、振動子により音響電気変換されたエコー信号に対す
る信号処理を行い、表示部２３で超音波画像を表示する
超音波観測装置２４とから構成される。
【００４１】超音波観測装置２４には前記プローブ／ス
コープ２２を走査方向と垂直方向に移動させるための駆
動部２５、振動子の送受信制御、受信した信号をデジタ
ル信号に変換する送受信部・Ａ／Ｄ変換部２６、受信し
たデジタルデータを記憶する超音波メモリ２７、超音波
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7
メモリ２７から読み出したデジタルデータを用いてプロ
ーブ／スコープ２の１走査毎に超音波画像に変換する
（換言すると、ラジアル画像を生成する）座標変換部２
８、生成した画像をそれぞれ記憶する第１ラジアル画像
シネメモリ２９ａ、第２ラジアル画像シネメモリ２９ｂ
を備えている。なお、ラジアル画像シネメモリは、それ
ぞれ第１、第２リニア画像を生成するために必要な画像
枚数分だけ記憶される。
【００４２】また、超音波観測装置２４には、第１ラジ
アル画像シネメモリ２９ａ内のラジアル画像を使用して
リニア画像を生成する第１リニア画像生成部３０ａ、第
２ラジアル画像シネメモリ２９ｂ内のラジアル画像を使
用してリニア画像を生成する第２リニア画像生成部３０
ｂが設けてある。
【００４３】また、超音波観測装置２４には、さらに第
１、第２リニア画像を貼り合わせるためのリニア画像貼
り合わせ部３１、操作者が貼り合わせ位置を決めたり、
超音波観測装置２４の操作をするためのキーボード等で
構成される操作部３２、超音波観測装置２４の制御を行
う制御部３３、貼り合わせたい２枚の画像の表示また
は、貼り合わせた画像を表示する表示部２３が設けてあ
る。なお、ゲイン、コントラストなどの画質調整のため
の機構は図示を省略している。
【００４４】図５（Ａ）は、図２と同様に貼り合わせる
２枚の第１、第２リニア画像を示し、図５（Ｂ）は貼り
合わせ後のリニア画像を示している。＋点、×点は貼り
合わせ点を示す。  図６は、本実施の形態における貼り
合わせる画像の取り込みから貼り合わせまでの処理内容
を示すフロー図である。
【００４５】次に本実施の形態の作用を図６を参照して
説明する。ステップＳ２１に示すように操作部３２で貼
り合わせモードに設定する。続いてステップＳ２２に示
すように操作部３２の操作で、第１リニア画像生成を開
始する。第１リニア画像を生成するために必要な枚数の
ラジアル画像を生成することになる。必要な枚数は、制
御部３３、駆動部２５の仕様から設定されるストローク
＝ピッチ×ｍを満たす枚数ｍとなる。まずパラメータｎ
＝０（ステップＳ２３）としさらに１プラスし（ステッ
プＳ２４）、ｎ枚めのラジアル画像を生成する（ステッ
プＳ２５）。ラジアル画像生成方法は次のとおりとな
る。
【００４６】プローブ／スコープ２２から対象物に向け
て超音波を送信し、反射された超音波を受信して変換さ
れたエコー信号を、送受信部・Ａ／Ｄ変換部２６で、受
信・デジタル化する。デジタル化されたデータは、超音
波メモリ２７内の１つの音線データとして記憶される。
【００４７】すべての領域（１フレーム分に相当）にお
いてこの操作をして、走査領域に対する音線データを記
憶する。続いて座標変換部２８で超音波メモリ２７内の
音線データを用いて、座標変換し、ラジアル画像を生成
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し、第１ラジアル画像シネメモリ２９ａに記憶する（ス
テップＳ２６）。
【００４８】この操作後、ピッチ量×ｎがストローク量
を超えてないか確認し（ステップＳ２７）、超えてない
場合、駆動部２５がプローブ／スコープ２２を１ピッチ
分移動させ（ステップＳ２８）、ｎ＋１枚目のラジアル
画像を生成する。このようにして、ピッチ量×ｎがスト
ローク量に達するまでこの処理を繰り返す。
【００４９】以上の処理を繰り返し、第１リニア画像生
成に必要なラジアル画像を取り込み、生成、記憶する。
その後プローブ／スコープ２２は、駆動部２５により、
元の位置にリセットされる。この後、第１リニア画像生
成部３０ａで、図１１の要領で、第１ラジアル画像シネ
メモリ２９ａにある複数枚のラジアル画像を用いて第１
リニア画像を生成する（ステップＳ２９）。
【００５０】生成された第１リニア画像は表示部２３で
表示され、操作者はこれを見て、所望の画像が取り込め
たかを確認する（ステップＳ３０）。所望の画像が取り
込めない場合、ステップＳ２２に戻り、同じ処理を繰り
返し所望の画像が取り込めたかの確認操作をする。
【００５１】一方、所望の画像が取り込めた場合には続
いて、操作部３２の操作で第２リニア画像生成を開始す
るように指示する（ステップＳ３１）。第２リニア画像
生成開始前にプローブ／スコープ２２を所望の位置に移
動させる。所望の位置とは、対象領域のうち、第１リニ
ア画像で取り込めなかった領域である。そして、第１リ
ニア画像生成の場合と同じ要領で、第２リニア画像を生
成する。
【００５２】つまり、パラメータｎ＝０（ステップＳ３
２）としさらに１プラスし（ステップＳ３３）、ｎ枚め
のラジアル画像を生成する（ステップＳ３４）。そし
て、生成したラジアル画像を第２ラジアル画像シネメモ
リ３５に記憶する（ステップＳ３５）。
【００５３】その後、ピッチ量×ｎがストローク量を超
えてないか確認し（ステップＳ３６）、超えてない場
合、駆動部２５によりプローブ／スコープ２２を１ピッ
チ分移動させ（ステップＳ３７）、ｎ＋１枚目のラジア
ル画像を生成する。このようにして、ピッチ量×ｎがス
トローク量に達するまでこの処理を繰り返す。
【００５４】そして、このように処理を繰り返すことに
より、第２ラジアル画像シネメモリ２９ｂには複数枚の
ラジアル画像が記憶され、第２リニア画像生成部３０ｂ
はこの第２ラジアル画像シネメモリ２９ｂのラジアル画
像を用いて第２リニア画像を生成する（ステップＳ３
８）。
【００５５】生成された第２リニア画像は表示部２３で
表示され、操作者はこれを見て、所望の画像が取り込め
たかを確認する（ステップＳ３９）。所望の画像が取り
込めない場合、ステップＳ３１に戻り、同じ処理を繰り
返し所望の画像が取り込めたかの確認操作をする。一
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方、所望の画像が取り込めた場合にはステップＳ４０に
移り、操作部３２の操作で、画像貼り合わせ開始の設定
をする。
【００５６】表示部２３には、図５（Ａ）のように、第
１ラジアル画像1ａと第２ラジアル画像１ｂが同時に表
示される（ステップＳ４１）。
【００５７】第１ラジアル画像1ａと第２ラジアル画像
１ｂが表示されたら、操作者は貼り合わせるべき２点を
選択する操作を、例えば以下のように行う（ステップＳ
４２）。
【００５８】操作部３２内にある図示しない、「＋１」
スイッチを押して＋カーソルを表示させ、操作部３２内
にある図示しない、トラックボールや矢印キーを用いて
画像１ａ内の位置を決定する。
【００５９】画像１ａ内の＋１カーソルと一致させるべ
き画像２内の点を設定する。操作部内にある図示しない
「＋２」スイッチを押して＋２カーソルを表示させ、操
作部内にある図示しない、トラックボールや矢印キーを
用いて一致させるべき画像２内の位置を決定する。
【００６０】同様に一致させるべき２点目（×）を操作
部を使って設定する。なお、４点の決める順序は決まっ
ているわけではなく、順序に関係なく、＋１、＋２，×
１，×２を操作部１０の「＋１」、「＋２」、「×
１」、「×２」スイッチを使って設定すればよい。
【００６１】リニア画像貼り合わせ部３１では、設定さ
れた＋１と＋２を重ねる。同様に×１と×２を重ね、貼
り合わせ画像を生成する（ステップＳ４３）。そして、
生成された画像は、図５（Ｂ）のように表示部２３で表
示される（ステップＳ４４）。そして、この貼り合わせ
モードの処理を終了する。
【００６２】貼り合わせにより、解像度を低下させない
で表示範囲が大きい１つの画像として表示されるように
なる。この場合には、駆動部２５による最大ストローク
以上の対象物をリニア画像表示できる。
【００６３】本実施の形態は以下の効果を有する。上記
構成及び作用に示すように、駆動部２５の最大ストロー
ク以上の長さの対象物のリニア像を見ることができる。
【００６４】（第３の実施の形態）次に図７及び図８を
参照して本発明の第３の実施の形態を説明する。図７は
本発明の第３の実施の形態の超音波診断装置４１を示
す。図７に示すように第３の実施の形態の超音波診断装
置４１は、超音波を送信し被検体からの反射超音波を受
信する超音波振動子（以下、単に振動子と略記）を内蔵
したプローブ／スコープ４２と、このプローブ／スコー
プ４２が着脱自在に接続され、振動子を駆動すると共
に、振動子で音響電気変換されたエコー信号に対する信
号処理を行い、表示部４３で超音波画像を表示する超音
波観測装置４４とから構成される。
【００６５】超音波観測装置４４には振動子の送受信制
御、受信して変換されたエコー信号をデジタル信号に変
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換する送受信部・Ａ／Ｄ変換部４６、受信したデジタル
データを記憶する超音波メモリ４７、超音波メモリ４７
内の音線データを用いて画像を生成する座標変換部（又
はラジアル画像生成部）４８、生成した画像を記憶する
ラジアル画像シネメモリ４９が設けてある。このラジア
ル画像シネメモリ４９にはリニア画像を生成するために
必要な画像枚数分だけ記憶される。また、この超音波観
測装置４４には、ラジアル画像シネメモリ４９内のラジ
アル画像を用いてリニア画像を生成するリニア画像生成
部５１が設けてある。
【００６６】また、この超音波観測装置４４には、プロ
ーブ／スコープ４２を（手で引く操作を行うことにより
その長手方向に走査する）手引き走査する際の移動範
囲、移動時間を入力するためのキーボード等から構成さ
れる操作部５２、入力された移動範囲、移動時間からピ
ッチ量を算出するストローク、ピッチ算出部５３、超音
波観測装置４４の制御を行う制御部５４、そして画像を
表示する表示部４３が設けてある。
【００６７】ストローク、ピッチ算出部５３のストロー
ク、ピッチ情報はラジアル画像シネメモリ４９に送ら
れ、表示部４３で複数枚のラジアル画像を表示する際に
利用される。また、リニア画像生成の際にも利用され
る。
【００６８】なお、ゲイン、コントラストなどの画質調
整のための機構は図示を省略している。図８は手引き走
査により手引き走査範囲ｓを走査し、その走査により得
られる複数枚ｍのラジアル画像とこれら複数枚ｍのラジ
アル画像からリニア画像を得る場合における、フレーム
レートｆｒ、ストロークｓｔｒ、ピッチｐ、手引き走査
時間ｔの関係と、得られるラジアル画像及びリニア画像
を示す。
【００６９】次に本実施の形態の作用を説明する。操作
部５２の操作で、図８に示すようにプローブ／スコープ
４２の手引き走査時間ｔと手引き走査範囲ｓを入力す
る。手引き走査範囲ｓはストロークｓｔｒに相当する。
ストローク、ピッチ算出部５３で、これら設定値と超音
波観測装置４４の持っているフレームレートｆｒから、
この図８（Ａ）のように、１回の手引き走査で取り込む
ラジアル画像枚数ｍと、ピッチｐが以下の様に決定され
る。
【００７０】
ｍ＝ｆｒ×ｔ
ｐ＝ｓｔｒ／ｍ
プローブ／スコープ４２の手引き走査を開始する。プロ
ーブ／スコープ４２から対象物に向けて超音波を送信
し、受信した反射超音波はエコー信号に変換されて送受
信部・Ａ／Ｄ変換部４６で、受信処理・デジタル化され
る。
【００７１】デジタル化されたデータは、超音波メモリ
４７内の１つの音線データとして記憶される。これをプ
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ローブ／スコープ４２がピッチｐだけ移動する間（１フ
レーム分に相当）繰り返し、ｎ本の音線データを記憶す
る（１枚のラジアル画像を生成するのに必要なデータ数
が記憶されたことになる）。
【００７２】続いて座標変換部４８で超音波メモリ４７
内の各音線データを用いて、座標変換し、ラジアル画像
を生成し、ラジアル画像シネメモリ４９に記憶する。上
記の操作を１回の手引き走査（範囲ｓ）で取り込むラジ
アル画像枚数ｍ（時間ｔ）だけ繰り返す。
【００７３】そして、ｍ枚のラジアル画像が、ラジアル
画像シネメモリ４９に記憶されることになる。この後、
リニア画像生成部５１で、ラジアル画像を重ねて断面像
（リニア画像）を生成する（図８（Ａ））。生成するリ
ニア像となる断面位置は、操作部５２の操作で設定する
ことができ、それにより生成されるリニア像も変わる。
【００７４】図８（Ａ）、図８（Ｂ）の要領で、ラジア
ル画像シネメモリ４９にあるｍ枚のラジアル画像を用い
てリニア像を生成する。そして、ストロークｓｔｒ間に
ピッチｐ間隔のリニア画像が生成され、図８（Ｂ）に示
すラジアル画像とリニア画像とが表示部４３で表示され
る。
【００７５】本実施の形態は以下の効果を有する。本実
施の形態によれば駆動部を使わず、機械式走査型のプロ
ーブ／スコープ４２の手引き走査で、ラジアル画像及び
リニア画像を表示させることができる。また、リニア画
像のストローク、ピッチも規定されることから、リニア
画像内の計測も行うことができ、非常に簡単な構成でラ
ジアル画像及びリニア画像を使った診断を行うことが可
能となる。
【００７６】［付記］
１．超音波を送受する超音波振動子を備えたプローブ／
スコープと、その超音波振動子から超音波を発信させ、
超音波振動子が受信したデータを受ける送信／受信回路
と、その受信した信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ
変換器と、そのデジタルデータを複数フレーム分記録す
る超音波メモリと、超音波メモリから読み出したデジタ
ルデータを用いて超音波画像に変換する座標変換部と、
座標変換された超音波画像を記憶するシネメモリと、シ
ネメモリ内にある超音波画像のうち、任意の複数フレー
ムの画像を読み出して貼り合わせる手段と、貼り合わせ
るべき超音波画像を表示する手段と、貼り合わせるべき
超音波画像内の点を指定できる操作部と、からなり、任
意の複数フレームの超音波画像の貼り合わせ制御・表示
ができることを特徴とする超音波診断装置。
【００７７】（付記１の効果）本構成によると、超音波
を送受する超音波振動子を備えたプローブ／スコープを
使用可能な超音波診断装置において、従来の座標変換テ
ーブルの変更、スクロール操作することなく、簡単に表
示レンジが大きく解像度を落とさない画像を１回で診る
ことができるようになる。
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【００７８】２．超音波を送受する超音波振動子を備え
た機械式走査型プローブ／スコープと、その機械式走査
型プローブ／スコープを走査方向と垂直方向に１フレー
ム（走査）ごとに移動させる駆動手段と、その機械式走
査型プローブ／スコープの超音波振動子から超音波を発
信させ、超音波振動子が受信した超音波の信号を受ける
送信／受信回路と、その受信した信号をデジタル信号に
変換するＡ／Ｄ変換器と、そのデジタルデータを前記駆
動手段の位置に対応させて記憶する第１の超音波メモリ
と、第１の超音波メモリから読み出したデジタルデータ
を用いて機械式走査型プローブ／スコープの１走査毎に
第１の超音波画像に変換する座標変換部と、座標変換さ
れた超音波画像を記憶する第１の画像シネメモリと、第
１の画像シネメモリ内にある超音波画像を重ねて得たデ
ータの断面像を生成する手段と、生成された断面像を記
憶できる第１の断面像シネメモリと、Ａ／Ｄ変換器から
のそのデジタルデータを前記駆動手段の位置に対応させ
て記憶する第２の超音波メモリと、第２の超音波メモリ
と、第２の超音波メモリから読み出したデジタルデータ
を用いて機械式走査型プローブ／スコープの１走査毎に
第２の超音波画像に変換する座標変換部と、座標変換さ
れた超音波画像を記憶する第２の画像シネメモリと、第
２の画像シネメモリ内にある超音波画像を重ねて得たデ
ータの断面像を生成する手段と、生成された断面像を記
憶できる第２の断面像シネメモリと、第１の断面像シネ
メモリの第２の断面像シネメモリから、２つの断面像を
貼り合わせる手段と、貼り合わせた断面像を表示する手
段と、貼り合わせるべき超音波画像内の点を指定できる
操作部と、からなり、超音波画像の断面像を貼り合わせ
制御・表示ができることを特徴とする超音波診断装置。
【００７９】３．超音波を送受する超音波振動子を備え
た機械式走査型プローブ／スコープと、その超音波振動
子からの超音波を発信させ、超音波振動子が受信した超
音波の信号を受ける送信／受信回路と、その受信信号を
デジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器と、Ａ／Ｄ変換器
からのそのデジタルデータを記憶する超音波メモリと、
超音波メモリから読み出したデジタルデータを用いて超
音波画像に変換する座標変換部と、座標変換された超音
波画像を記憶する画像シネメモリと、機械式走査型プロ
ーブ／スコープを手引き操作する時間と、その時間内の
プローブ／スコープの手引き移動量（ストローク）を入
力する手段と、この入力された設定値と、フレームレー
トから、各フレーム毎に移動する単位（ピッチ量）を算
出する手段と、これら算出したストローク、ピッチを用
いて、画像シネメモリ内にある超音波画像を重ねて得た
データの断面像を生成する手段と、生成された断面像を
記憶できる断面像シネメモリと、その断面像を表示する
手段と、操作部と、からなり、プローブ／スコープの手
引き走査で、簡易に超音波像（ラジアル）／断面像（リ
ニア）の２画像を表示することを特徴とする超音波診断
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13
装置。
【００８０】（付記２、３の背景）
（付記２，３に対する従来技術）従来のラジアル像とリ
ニア像を表示させる超音波診断装置は、超音波を送受す
る超音波振動子を備えた機械式走査型プローブ／スコー
プと、その機械式走査型プローブ／スコープをプローブ
／スコープ走査方向に垂直方向に１フレーム（走査）毎
に移動させる駆動手段（以下、駆動部）と、その機械式
走査型プローブ／スコープの超音波振動子から超音波を
発信させ、超音波振動子が受信した超音波データを受け
る送信／受信回路と、その受信信号をデジタル信号に変
換するＡ／Ｄ変換器と、そのデジタルデータを前記駆動
部の位置に対応させて記憶する超音波メモリと、超音波
メモリから読み出したデジタルデータを用いて１フレー
ム（走査）毎に超音波画像に変換する座標変換部（ラジ
アル画像を生成する）と、座標変換された超音波画像を
記憶できるラジアル画像シネメモリと、ラジアル画像シ
ネメモリ内にある超音波画像を重ねて得るリニア画像
（断面像）生成部とから成っている。
【００８１】リニア画像生成部では、重ねた各ラジアル
画像に対する垂直方向にリニア画像を図１１に示すよう
にして生成する。図１１（Ａ）は複数枚のラジアル画像
とこれらを重ねるように表示して、断面位置を示す直線
に沿って各ラジアル画像におけるその断面位置の画像デ
ータを抽出することによりリニア画像を生成することが
できる様子を示し、図１１（Ｂ）は最初のラジアル画像
と複数枚のラジアル画像から得られたリニア画像とを同
時に表示したものを示す。前記駆動部は、１フレーム分
の超音波データを取り込み、ラジアル画像を生成してラ
ジアル画像シネメモリに記憶された後、プローブ／スコ
ープを移動（以下、この１フレーム毎の移動距離をピッ
チと呼ぶ）して、次のフレーム分の超音波データを取り
込みラジアル画像生成してラジアル画像シネメモリに記
憶する。この操作を、移動する範囲（以下、ストロー
ク）だけ繰り返す（１走査）。
【００８２】ピッチ、ストロークは、診断装置の操作部
で設定できるが、最大ストロークは、駆動部の電気的機
械的可能な移動範囲で制限される。ピッチは、ラジアル
画像シネメモリに記憶できる最大フレーム数で限定され
る。このようにして、ラジアル像とリニア像を生成・表
示して、２面像表示することができる。
【００８３】（付記２に対する課題）対象物が、機械式
走査型プローブ／スコープ走査方向の垂直成分に関し
て、非常に長いとき、リニア像の表示範囲（ストロー
ク）を大きくすることが必要である。そのためには、ス
トローク量の大きい駆動部を選択する必要がある。対象
物によって駆動部を選択交換することになり、操作が複
雑になる、検査時間が長くなる、患者への負担が増加す
る。また、駆動部の最大ストローク以上の長さの対象物
はリニア像表示することができない。
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（付記２の目的）駆動部を変えることなく、最大ストロ
ーク以上の長さの対象物のリニア像を見ることができる
超音波診断装置を提供することを目的とする。
【００８４】（付記３に対する課題）ラジアル像とリニ
ア像を生成・表示して、２面像を表示する場合、従来の
技術のように、機械式走査型プローブ／スコープを前後
方向に移動する駆動部を用意しなければならない。それ
により、装置が複雑で大きくなる。走査時に前記駆動部
を取り付ける必要があり、操作が複雑になる。駆動部を
使わず、機械式走査型プローブ／スコープを走査方向の
垂直方向に手で引いて、ラジアル・リニア像を生成する
ことが可能である。しかし、ピッチ、ストロークが規定
されないため、正しいリニア像が得られない（大きさ不
明）ことになり、診断に使用することができない。
（付記３の目的）上記駆動部を使わず、機械式走査型プ
ローブ／スコープの手引き操作で、ラジアル・リニア画
像を表示させることができる超音波診断装置を提供する
ことを目的とする。
【００８５】（付記２よる課題を解決する手段）ラジア
ル像とリニア像を表示させることができる超音波診断装
置に、複数枚のリニア画像を記憶できるシネメモリと、
このシネメモリ内の複数のリニア像を貼り合わせる手段
と、貼り合わせたリニア像を表示する手段とを設ける。
（付記２の効果）本構成によると、超音波を送受する超
音波振動子を備えた機械式走査型プローブ／スコープを
使用可能な超音波診断装置と、そのプローブ／スコープ
を前後に移動走査可能な駆動部において、前記駆動部の
走査可能範囲以上の対象物を見るとき、駆動部を変える
ことなく、最大ストローク以上の長さの対象物のリニア
像を見ることができる。
【００８６】（付記３による課題を解決するための手
段）超音波診断装置に、超音波振動子で受信しデジタル
化された信号を複数フレーム分記録する超音波メモリ
と、超音波メモリから出力した超音波データの画像とし
て変換する座標変換部と、座標変換された超音波画像を
記憶できるシネメモリと、機械式走査型プローブ／スコ
ープの手引き操作時間と、手引きの量（ストローク）を
入力する手段と、これらの入力された設定値と装置の持
っているフレームレートからピッチを算出する手段と算
出されたストローク・ピッチと、シネメモリ内画像を用
いてリニア像を生成する手段とを設ける。
（付記３の効果）本構成によると、超音波を送受する超
音波振動子を備えた機械式走査型プローブ／スコープを
使用可能な超音波診断装置において、そのプローブ／ス
コープを前後に移動走査可能な駆動部を持たず、機械式
走査型プローブ／スコープの手引き操作で、ラジアル・
リニア画像を表示させることができる。
【００８７】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、超
音波振動子により被検体に超音波を送受信して超音波画
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像を得る超音波画像取得手段と、前記超音波画像取得手
段により得られた超音波画像の中から、前記被検体の連
続的な画像を有する複数の画像を選択するための選択手
段と、前記選択された複数の画像を表示する表示手段
と、前記表示手段で表示された前記複数の画像に対し
て、それぞれの画像の中の対応する位置を指定する指定
手段と、前記指定手段で指定された対応する位置に基づ
いて前記複数の画像を合成する合成手段と、を備えてい
るので、簡単な構成で、表示レンジが大きく解像度を落
とさない画像をスクロール表示することなく一度に表示
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の超音波診断装置の
構成を示すブロック図。
【図２】貼り合わせる前の２つの画像と貼り合わせ後の
画像を示す図。
【図３】本実施の形態における貼り合わせモードでの処
理内容を示すフローチャートー図。
【図４】本発明の第２の実施の形態の超音波診断装置の
構成を示すブロック図。
【図５】貼り合わせる前の２つの画像と貼り合わせ後の
画像を示す図。
【図６】本実施の形態における貼り合わせモードでの処
理内容を示すフローチャートー図。
【図７】本発明の第３の実施の形態の超音波診断装置の
構成を示すブロック図。 *
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*【図８】手引き走査により得られるラジアル画像からラ
ジアル画像とリニア画像を得る説明図。
【図９】従来例における超音波データの点の座標変換し
た様子を表示レンジが大きくした場合と小さくした場合
で示す図。
【図１０】解像度を低下することなくスクロール表示す
る場合を示す図。
【図１１】複数枚のラジアル画像からラジアル画像とリ
ニア画像を生成する様子を示す説明図。
【符号の説明】
１…超音波診断装置
２…プローブ／スコープ
３…表示部
４…超音波観測装置
６…送受信部・Ａ／Ｄ変換部
７…超音波メモリ
８…座標変換部
９ａ…第１シネメモリ
９ｂ…第２シネメモリ
１１…画像貼り合わせ部
１２…操作部
１３…制御部
１ａ…第１画像
２ａ…第２画像
１ｂ、１ｃ２ｂ、２ｃ…貼り合わせ点

【図１】

【図２】

【図１１】
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